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「令和５事業年度環境報告書」を公表しました！ 

独立行政法人都市再生機構（以下、ＵＲ都市機構）は、令和５年度におけるＵＲ都市機構

の環境配慮活動の内容を取りまとめ、「令和５事業年度環境報告書」（以下、本報告書）とし

て令和６年７月 10日に公表しましたのでお知らせいたします（詳細は別紙）。 

ＵＲ都市機構は、前身である日本住宅公団の発足以来 60年以上にわたり、先導的で特色の

ある環境配慮活動（※）を推進しており、環境配慮活動実績について、平成 17事業年度から

毎年環境報告書により公表しています。 

 

※近年における事例 

 ・街区地区単位でのエネルギー消費の削減 

・既存建築物のリノベーション、建設副産物のリサイクルの推進 

・防災公園や雨水流出抑制施設の整備による災害に強いまちづくりの推進 

・当社事業地を活用した環境教育の実施 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本報告書は、ＵＲ都市機構の環境に関する考え方（環境配慮方針）や戦略、重要な環境課

題への対応を示し、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）との関連を踏まえ、ＣＯ２排出削減量等

の実績、グリーンインフラを活かした環境活動、ステークホルダーとの社会貢献活動を記載

しています。 

今年度新たな取り組みとして、海外への情報発信を目的に、英語版ダイジェストを作成し

ました。 

今後も、ＵＲ都市機構は多様なステークホルダーの皆さまと連携、協働しつつ、環境に配

慮したまち・住まいづくりを行ってまいります。 

 

お問い合わせは下記へお願いします。 

・本社 脱炭素・環境配慮推進室 （電話）０４５－６５０－０１５４ 

・本社 広報室 報道担当    （電話）０４５－６５０－０８８７ 



 

 

１ 名称 

   令和５事業年度環境報告書 

 

２ 公表日 

   令和６年７月 10日 

 

３ 主な内容 

  ・「価値創造プロセス」では、ＵＲ都市機構が多様な主体との連携により様々な価値

を創出しながら社会課題の解決やＳＤＧｓ目標の達成に努め、持続可能な社会を目

指している、全体像を掲載しています。 

  ・「特集」では、ＵＲ-eco Plan 2019の目標に掲げていたＣＯ２削減量の実績や計画

期間内に実施した事業例を掲載しています。また、令和６年３月に公表したＵＲ-

eco Plan 2024についても新たなＣＯ２削減目標や個別対策等を紹介しています。 

  ・「環境活動」及び「社会貢献活動」のカテゴリーでは、それぞれの取組方針や活動

実績等を掲載し、ＵＲ都市機構がステークホルダーと共に取り組む活動内容につい

て詳細に紹介しています。また、活動実績（事例）には、取り組み結果（成果）を

数字や図表を用いてより明確に掲載しています。 

   

４ 閲覧方法等 

   ＵＲ都市機構ホームページに掲載します。 

（https://www.ur-net.go.jp/aboutus/action/kankyo/e-report/index.html） 

    

 

ＵＲ都市機構の歩みは戦後の住宅不足解消に端を発しています。1955年から様々なステークホ

ルダーとともに、時代時代の多様性に即し、安全・安心・快適なまちづくり・くらしづくりを通

して、「人が輝く“まち”」の実現に貢献してまいりました。そしてこれからも、変化する社会課

題に挑戦し続けることで皆さまにお応えし、「人が輝く”まち”」づくりに不可欠な存在でありた

いと考えております。これまで培ってきた持続可能なまちづくりのノウハウをいかし、都市再生

事業・賃貸住宅事業・災害復興支援・海外展開支援に全力で取り組んでまいります。 

 

https://www.ur-net.go.jp/ 

 

 

 

 

別 紙 
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